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売
⑤
平
塚
い
が
け
な
い
事
故
で
被
密
を
一
受
げ
た
支
払
手
も
の
。

郵
硬
路
限
時
出
長
所
開
設
よ
記
念
呂
か
ら
三
か
月
以
内
に
じ
ζ
な
っ
た
く
わ
し
い
こ
と
は
、
平
塚
郵
便
自
国

ス

タ

ン

プ

の

押

印

場

合

1

保
険
金
の
倍
額
Yぶ
文
一
払
う
。
探
検
諜
へ
(
龍
お
二
一
一
O
主〉

花 き E量
移 3}J16日目18日

令穂 区

018臼午稜 1時から

会識で花の毘E亮

E富市立金日小学校盟轄袋、運動くつ者どうぞ

盟血皮測定運動i車工E横査、擦力、畢複とびなど。



酔
見
開
持
宵
博
育
館
T
は
趨
一
一
回
播
人
体
力
づ
〈
一
品
票
行
な
わ
れ
λ
十

人
の
購
入
が
融
和
レ
た
。
最
高
年
長
曹
は
五
十
一
一
一
議
だ
っ
た

W砂

市
教
訴
訟
胃
諜
が
家
庭
用
人
乞
苅
議
関

門
川
種
々
な
ト
レ
!
コ
ジ
グ
機
械
宇
品
出
騨

っ
て
一
健
民
の
南
進
九
ゲ
白
的
に
は
じ
め
た
ダ

ρ

掃
人
部
力
づ
く
り
…
故
福
…
μ
はい$品、

大
変
な
人
気
で
あ
る
。

と
の
婦
人
体
力
づ
く
り
数
室
は
、
昨

咋
十
二
月
か
ら
は
じ
め
た
も
自
立
一

度
に
↓
人
が
ト
レ
!
一
一
Y
グ
で
き
る
総

合
理
動
議
械
や
ト
ラ
ン
ポ
D
Yを
使
っ

て
ト
レ
!
一
一

y
グ
ず
る
も
の
で
も
一
週

一
一
日
章
、
軍
事
の
か
た
わ
ら
準
加
で

き
、
一
[
回
白
教
室
で
の
運
動
蒔
閣
は
一

時
間
↑
一
…
ア
分
程
度
。

ζ
の
第
一
閉
め
白
蹄
入
拡
力
づ
く
れ
J

教
も
に
苧
加
し
た
主
婦
も
、
最
初
、
部

背
館
内
の
一
周
一
一
一
一
日
付
川
を
五
分
も
か
け

る
と
、
パ
デ
て
し
ま
う
人
も
い
た
が
、

十
倒
、
一
一
十
回
と
教
認
に
通
「
フ
う
ち
1

÷
十
立
分
か
ら
二
十
分
間
も
続
け
ら
れ
、

講
師
も
舌
を
主
く
と
逮
ぷ
り
だ
っ
た
。

こ
の
第
一
回
め
の
婦
人
偉
力
づ
く
D

数
甲
子
は
へ

B
裁
惑
と
も
一
一
万
℃
時
わ

る
が
、
掠
育
諜
で
は
昨
評
に
特
え
て
向
山

十
八
年
度
は
、

A
豆
一
教
室
で
百
名
を

官
押
捺
す
る
。

北
ん
輯
朝
宵
同
名
を
募
集

家
庭
婦
人
の
み
な
さ
ん
、
あ
な
た
り

佐
震
腎
田
川
左
体
力
の
若
返
り
を
自
分
の

手
で
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

A
"
B教
室

ど
売
ら
で
も
む
都
合
の
よ
い
教
室
へ
。

門V
A議
議
・
四
月
十
六
M
i六
月
一
一
十

七
回
毎
場
内
月
曜
日
と
京
岡
崎
日
午
前
十

時
5
十
一
時
一
一
一
ふ
分
日
定
員
六
十

名。
7
B数
字
四
月
十
八
日
」
八
月
一
干

九
日
向
週
水
曜
日
と
令
J

曜
日
今
後
一

時
一
十
分
i
一二時
H
淀
川
前
倒
一
十
名
。

門V
会
場
・
同
出
合
体
舟
館

ヤ
円
容
・
従
宇
も
よ
軟
部
唄
「
託
手
拡
長

に
よ
る
す
!
キ
y
ト
運
動
、
器
具
に

よ
る
惇
力
づ
〈
り
運
動
と
ゲ
ー
へ

ヤ
閉
し
J
U点
;
市
教
委
体
育
課
(
見
的

合
体
育
館
内
)
で
一
一
万
二
十
日
(
市
心

か
ら
受
け
付
け
。
定
員
次
第
締
め
切

日
。
犠
読
で
の
受
付
吋
け
は
し
ま
せ

ん。
マ
時
世
間
川
・
無
叫

ヤ
そ
の
他
・
①
号
講
者
は
通
爵
話
司
運

動
ぐ
つ
な
れ
参
す
る
必
場
内
内
疎
開
h
終

玄
七
に
科
目

γ誌
が
ぎ

d
L

ヤ
問
い
合
わ
せ
・
教
育
委
員
会
部
首
謀

鮮
明
理
係
へ
(
電
引
ヤ
一
一
一
O
一五七が一ニ

C6ν 

ヤ
ナ
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会

盟主題多額樺JII費生怒としたff.高C未発表〉

蕗サイズ.1Zllつ童話自 妥当罪事 力ヲー 組ロ軍事篭

覇しめ幸司君・!ヲ日〈こ幻

離送付先ーネ自動I1者ぎれいlこする協議会〈市

役続公害罫警察内〉

護舗とき場 3月待問〈詔〉

震罷第 l部. (10時~1自時50分コみんなでうたい瀦哲

ゲームをしようノ 箆樹骨体 育館

関第 2部・ (11時---14時30分〉みんなでたのしく

浅草藷 5霊前台悼膏宣宮・事行者実態総務自く予定〉

フォークダンス 韓議レj、学校/サイク日ング e 金

滋サイクリングコース/主歩行運動議機lli~i栂開

平/ママさんパレーポー!t. 江南高校亡第2部出

喜善点I立体育籍前〉

韓章第 3部。わかれのつどいれ日時~15時単コ…主主樹
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青
少
年
認
で
は
1

気
心
の
知
れ
た
と
な
り
近
涼
む
あ
母
さ
ん
ど
お
し
十
五
人
か
ら
一
一
十
人
く
ら
い
察
つ
ま

「
丈
際
親
ク
ラ
ブ
を
マ
ノ
〉
り
ま
せ
ん
か
、
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
い
ま
、
市
内
に
は
約
医
千
一
五
百
人
白
お
母

さ
ん
が
省
三
十
五
の
母
親
ク
ラ
ブ
を
つ
く
担
、
子
ど
も
の
す
こ
宇
か
な
成
長
を
綴
い
前
燦
中
だ
。
母
親
ク
ラ
ジ

に
事
加
し
に
く
い
鈎
〈
お
母
さ
ん
も
、
宇

p
uた
お
母
さ
ん
ど
お
し
の
母
親
ク
ラ
ブ
#
弁
っ
て
ほ
し
い
も
の
a

罷
平
揮
の
母
綴
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
四
日
目
度
は
百
三
十
五
ク
ラ
ブ
、
会
員
数
て
い
る
。

は
約
四
千
五
日
臼
入
学
技
え
ゐ
ま
で
に
髄
母
親
ク
ラ
ブ
と
は
2

な
D、
モ
れ
ぞ
れ
県
や
市
の
指
却
と
主
し
い
ヱ
J
f吉
田
寝
泊
や
し
コ
け

助
成
府
rnノ
け
て
病
発
な
稿
動
u
f
展
開
聞
か
対
強
し
た
り
、
ま
た
、
子
と
も
の

で
あ
れ
ば
よ
い
。

あ
ま
り
お
お
ぜ
い
の
人
数
だ
は
、

積
単
に
搭
ま
る
乙
F
ず
り
む
づ
か
し
い

の
な
三
人
か
ら
ニ
平
人
ぐ
ら
い

で
仲
間
づ
く
D
を

γナ
め
よ
っ
。

一
日
中
家
事
に
追
わ
れ
て
い
る
批

判
州
も
、
気
軽
に
ク
ク
ブ
の
会
合
に
山

ら
れ
る
よ
う
み
ん
な
-Y拐
内
ず
る
戸
」

と
が
火
山
~
~

醐
醐
働
い
て
い
る
お
か
晶
さ
ん
は
:

職
業
を
も
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
や

パ
i
ト
に
出
て
い
る
お
母
さ
ん
も
乙

の
よ
フ
な
母
親
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い

っ
し
ょ
に
持
者
9
る
乙
と
が
認
主
し

い
が
、
勤
め
の
掲
慌
で
、
な
か
な
か

品

V

艶
旗
開
、
大
糟
町
、
一
一
溜
町
と
本
市
合
間
閥
的

哨
間
賠
饗
襲

i
q角
。
糸
口
市
民
病
践
で

会
合
に
中
b
れ
な
い
乙
と
が
多
hre

そ
に
℃
省
そ

rpuた
お
母
さ
ん
た

ち
た
け
が
長
去
っ

rk
地
吠
で
ひ
と

つ
の
さ
Y
ブ
を
つ
〈
る
ζ
と
私
芦
j
凡

九
れ
4
h
w
d

お
約
一
げ
た
あ
づ
か
也
よ
い
子
の
た
河

市
川
の
た
め
に
も
、
L
J
h
H
い
が
勉
八
叫
し

あ
う
こ
と
が
大
切
て
あ
r
句

揮
ど
ん
な
活
動
を

m子
ど
も
を
湾
解
す
る
柄
数

〈
殺
と
子
の
話
し
あ
い
・
こ
い
r
も

と
あ
そ
ぶ
つ
ど
い
〉

②
よ
い
環
境
を
つ
く
る
伊
到

〈
芙
化
活
闘
・
ヂ
一
一
述
女
子
前
期
・

あ
そ
び
泊
四
づ
く
り
〉

m
f
H手
む
と
来
し
む
前
副

(
ハ
イ
キ
ン
グ
・
り
叫
ん
山
会

eru

祈
づ
く
り
e

山心六会〕

開
お
お
い
の
m祝
日
間
伝
次
め
る
活
必

〈
パ
レ
i
大
人
マ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
。
点
球
大
八
で
キ

J

シ
ゾ
a

、f
J

μ
却。千下

輔
濃
縮
金
の
活
動
:

問
削
和
問
一
ム
ハ
尿
症
が
ら
母
親
ク
一
ジ

ブ
連
絡
人
r
m
m
純
一
同
さ
れ
、

ζ
こ
で
は

各
単
位
ク
ラ
ブ
予
ば
で
き
な
い
活
動

を
つ
づ
け
て
い
る

P

海
側
ぞ
一
招
い
ご
の
勉
強
会
な
u
でほ

速
7
F
M
A
U
の
門
前
で
、
科
泊
以
む
と
に

究
砲
し
て
い
ハ
て

さ
ら
に
、
施
北
見
学
会
Jγ
、
巾
山
〈

で
の

ρ
祉
相
川
ク
一
ア
ブ
理
科
研
究
会
。

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

間
川
和
国
十
八
年
度
は
、
問
る
い
家

区
づ
く
り
渡
部
酬
を
具
拡
的
ど
実
施
ず

る
活
動
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

覇
市
の
助
成
は
・

市
町
青
山
ザ
与
諜
で
は
、
各
ク
ラ
ブ

の
荷
按
白
♂
ぷ
仰
は
と
γ
い
ず
¥
金
一
極
や

湾
似
た
ど
七
ア
指
持
し
て
い
ザ
ハ
喝

さ
ら
に
、
ク
ヨ
ブ
速
一
市
山
内
問
の
構
劫

品
制
成
堂
町
の
と
お
り
設
け
て
い

ヂ
ハ
V
J

hv
会
民
平
人
以
下
の
ク
一
フ
プ
八

ず
内

マ
会
員
一
一
…
十
一
人
以
J
六
十
人
以
下

て
万
円

マ
会
員
六
十
一
人
以
上
i
一
万
二
千

ロd
輔
ク
ラ
ブ
の
結
成
は
・

あ
な
た
の
む
近
演
で
も
"
母
親
ク

ヤププ
H

を
つ
く
っ
て

4
6っと
442凡

だ
pq
腎
少
年
諜
育
成
偶
へ
と
一
連
絡

〈
ど
さ
い
ハ
電

n・
一
七

on〉内綿

一
一
ニ
八
〉

Fる
万
口
民
震
い
出
、
k
f
r
h
ノ
け
A
A時
に
し

τく
だ

さ

い

@

マ

…

抵

趨

討

月

曜

門

口

申
し
出
イ
~
く
だ
さ
い
。

ζ
れ
F
D
措
担
問
広
〈
市
民
の
み
な
マ
丹
東
館
内
鰐
堵
臼

ま
た
4
月
か
免
税
机
警
C
れ
て
い
る
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
を
註
70

〈
土
)

方
会
員
の
住
酎
争
被
J
山1
ぜ

ま

す

む

て

も

…

溜

警

館

3
措
ホ
i
ん
マ
祝
日
体
総
5
9
3丹
n
B
〈ポ〉

け

れ

υジ
ン
タ
1
起

し

出

5
5ぃ
。
惜
し
物
い
マ
ス
テ
レ
オ
コ
ン
サ
i
ト

マ

市

堅

苦

噂

4
月

7
2
5

立
お
、
利
用
券
は
3
年
間
っ
か
え
ま

3
問
川
口
同
(
土
〉

3
時
限
随

す
の
で
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
u

ヴ
mt
「
帥
出
国
聞
に
品
る
名
が
の
明
内
」

内

山

貨

日

航

で

は

図

書

併

で

は

議

マ

臥

油

企

3
月
間
口
(
臼
〉

2

記

録

皮

に

唱

の

お

騒

い

司

岩

間

主

義

狩

「

護

士

一

色

「

長

い

航

跡

昭和川叫んは

3
N
P一
集
め
て
い
ま
す
σ

マ
子
ど
も
の
つ
ど
い

3
n
m日
(

え
と
市
内
の
偶
入
、
会
社
や
殴
棋
な
ど
で
土
〉

2
時
「
自
て
ぷ
る
同
日
系
白
た

て
宮
内
漏
出
寂
さ
れ
た
受
賞
懇
で
ハ
シ
び
」
議
罪
人
菌
お
ら
い
ぐ

該
当
ブ
レ
y
ト
な
と
が
あ
「
れ
ば
、
ぜ
ひ
寄
婚
す
の
」
み
つ
る
会
公
演

川
ま
せ
ん
か
川

。

(> 
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台北登印 64 8番地仁揖〉夕、イク

マ鼓務の和木由主さん (26)と萎美

雪さん (25)の長女。 7iJ'Jl > 身長

67V体重8九の美人で了。，"，切?す

とく可愛がって、オモチ -tばiJ''Dj理

ってきます。主主ちゃんが載ったζ

の広報紙と勺真在、問舎のおじいち

ゃんたちへさっそく送ると大慈び。

ノむ号は新向指草郡出身。ママは埼

ヨミ県出身。麻子ちゃんのお誕生日

は47年 7月28日。

ーをご利用ください

10}j 

4月 1B午前S時 30升より48年 10汚 の

婚礼受け付けを開始する。務l年 10月の

挙式が多いため、話時30分までにぎた

人者対象{こ受け付けの顕著書を抽せんは

て決定するロ詩望者は印鑑と使用料金

3千円護法持替のうえ、想定時間[こ遅

れないようおいでください。

f下痢j をしている人は投与を受

ける前に申し出てください。

護費時間>131時30分から15時まで。た

だし、知の会場は狩~15持。
覇巡回日程

4f118包 犯 公 民 館 強 中 央 農 協 土

苦モ支所

。19日 立法照会民銃器「常時主主

[10館 掛掛島~!;宅宣言

v 20日 金白公民館平塚帝佼所

講 堂

" 23日八般公民館描内臼地祭

長渇

" 24日 大野公ょに時松原公民館

ρ25日銭荷公民館花水公民館

，p 26臼 神田公民館妓;土庄i公民館

，p 27臼 8'原公民館

p 28日 平 塚 市 民 向 時

路公民館 長長中民話護協白色

沢支所

.p 21臼培愛関公民館掠!瑚崎公

民 館 接 続 島 公 民 議

。22日金回公民館平紫保鑓m
言誇室主

?- 23日 八構公民省官

.p 24自大野公民館ぢ;原公E潟
t? 25臼
;fr 288 

"" 29臼中原公民鎖
d-' 30毘 神田公民主宮4者金E日公民館

?-31日花ガ〈公民館

草月 1日平塚市民病院

翠判定日

5 JJ25日 旭 公E己資官 接中央農協こと

沢支所

:自白 按章受回公民館器開時公

民 館 掛 城 島 公 民 館

d- 29日 金臼公民主百平成保健所

講 堂

d-300 八幡公民館

以上ι降の判定日は次号で

覇支担襲号満1歳までの赤ちゃんなら

どなたでも受けられ量す。当日は

母子苧股を五三れずに持ってき亡ほ

しい。

騒時間 'r 見守岳民 30分~lC時30分
3 Jl22日仁木〉 金包公民館

4}j 5臼 〈オミコ

ク 12日ぐ木〉

19日 fオミ〉 陣笥公民館

ク 26日仁木〉 吉沢公民館

智守容
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盤巡間忍草謹 4 月 B参事型化工仁株)司~J5時〉

/4fl8臼 鐙在日措置自治合(1O~J5時 ) /4Jヨ14

包 帯霊童話置熱書家仁株コ (10---12時)/4月 金

E沼地区自治合(1O~15時〉

霊霊祭合@大終点芳守バス停

午前9絡め分

〈本曙木行平揮釈奨宮時5分檀幸治U)

襲審議磁@郷土史研究家

言言語翼 普善努民

霊童コース@爽フ宝寺一言寄木神社一

罰村館の跡-c炉原道一妙楽寺

霊童その他・軽装〈約書陶芸鋲<)

弁当、水偽持参のこと

ヰ唱を輩出品る躍が裁量密法昭の撰繋鱒

く><>ご協力品りがとうこぎいましたく〉く〉

(2fl実施コパイロット蟻こに て株〉総本、 z共(執3

4本、長暗皇霊11本、構震33束、主E縮 化 学 ( 揖 )60:<1>: 

搾沼 z境内地区都合金167J位、なでしこライオンニz
'01本

子宮数望書役会数務課

雪量 (22) ∞内舘458
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